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１．はじめに  

北海道の基幹産業である食品産業において、消費者

向け商品の競争力を高めるためには、その価値や魅力

を効果的に伝えるパッケージデザイン（以下、PD）が

重要である。一方、昨今生成 AI をはじめとする革新的

技術の台頭により、従来の業務フローは大きな変革期

を迎えている。しかし、道内の PD 関連企業は中小規模

の事業者が多く、限られた経営資源の中で、先端技術

の導入研究や効果検証に十分なリソースを割くことは

難しいのが現状である。そこで本研究では、道内企業

の PD 高品質化と業務効率化を支援すべく、近年進化

が著しい生成 AI と XR（AR・VR 等の総称）を用いた

新たな PD 開発手法を考案した。 

 

２．デザインコンセプト共有支援アプリ  

道内 PD 関連企業へのヒアリング調査により、PD 開

発業務の一般的な工程（図 1）において、「デザインコ

ンセプト作成」（工程①）では、クライアントが抱く商

品イメージを把握し、デザインの方向性を確定するま

でに多くの時間を要していることがわかった。そこで、

クライアントが抱く商品イメージなどを指定すると、

あらかじめ AI 生成した関連イメージ画像群などがま

とめられた「デザインコンセプトシート」を出力する

ウェブアプリを開発した（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．2D デザイン案を XR デバイスで原寸大 3D 表示

するワークフロー  

図 1 の「デザイン選定」（工程③）では、クライアン

トが平面のデザイン案から立体的な PD を想像するこ

とが困難で、確信をもってデザインを決定することが

できないという課題があることがわかった。そこで 2D

のデザイン案を、3D モデル生成 AI 等を用いて 3D 化

し、XR デバイスで原寸大表示する 2 つのワークフロー

を考案した。一つは、低コスト XR デバイスと汎用ア

プリ等を用いた簡便なワークフローで、もう一つは、

現実感をより重視する場合を想定し、高機能 XR デバ

イスと開発ソフト等を用いて、高度な色補正により色

再現性を向上するワークフローである（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．考案手法の評価  

PD 関連企業の協力を得て、デザインコンセプト検討

から XR 表示までの各工程を模擬的に実施し、考案手

法を評価した。その結果、クライアントとの合意形成

を図る工程①③について、1/3 程度の工数削減が見込ま

れ、XR は特に遠隔地間のデザイン検討に有用との評価

を得た。 

 

５．おわりに  

PD 開発に生成 AI と XR 技術を採り入れた新たな手

法を考案し、企業から業務効率化が期待できるとの評

価を得た。得られた知見や成果は講習会や「note」等で

公開を進めている。今後は、引き続き道内企業への技

術普及を図るとともに、関連技術導入、人材育成等の

支援に取り組んで行く。 
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図 3  2D デザイン案を 3D 化し、XR デバイスで 

原寸大表示するワークフロー 

図 2 クライアントとデザイナーのデザインコンセプ

ト共有を支援するウェブアプリ 

図 1 PD 開発業務の一般的な工程 


